
 

 

 
 

市民の皆さまには、日頃より市政へのご理解とご協力をいただき、心から感謝を申

し上げます。 

令和元年度は、「健幸と個性が創る 活力と希望あふれる故郷 伊達市」を将来都

市像に掲げる第２次総合計画後期基本計画がスタートし、また、平成２７年度に定め

た本市の人口減少対策の基本的な方向性を定める「伊達な地域創生戦略」の改訂を予

定しています。 

このアンケート調査は、市の各種計画に掲げる施策の推進や、今後市が取り組むべ

き施策を定めていくに当たり、市民の皆さまが、日頃感じていることをお聞きするこ

とで、今後のまちづくりにつなげていくものです。 

つきましては、大変お忙しいところ、設問数も多く、お手数をおかけしますが、調

査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

  令和元年５月 伊達市長 須田 博行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総合計画とは？ 

総合計画は、将来における伊達市の「あるべき姿」と「進むべき方向」を示す「まちづくり

の指針」となるもので、本市の最上位の計画に位置づけられます。 

つまり、「伊達市をこんなまちにしたい」という「まちの将来像」を描き、それを実現する

ために「行政や市民が取り組むべきこと」を定める重要な計画です。 

＜お問い合わせ先＞ 伊達市 市長直轄 総合政策課 行政経営室 電話 024-575-1142 

１ 令和元年６月１日現在の状況について、ご記入ください。 

２ この調査の対象者は、伊達市在住の 16 歳以上の方の中から 2,000 人を無作為に 

抽出させていただきました。ご回答は、封筒の宛て名のご本人様がご記入ください。 

なお、ご本人様が記入できない場合は、ご本人様と相談のうえご家族の方がご記入 

ください。 

３ この調査は、統計的な処理が目的であり、個人が特定されることはありません。 

４ ご回答いただいた調査票は、令和元年６月 14 日（金）までに同封の返信用 

封筒（切手は不要です）に入れて、郵便ポストへ投函してください。 

ご記入にあたってのお願い 

まちづくりアンケート調査 

伊達な地域創生戦略とは？ 

伊達な地域創生戦略は、人口減少下においても生活の質を高め、市民が地域に誇りを持ち、

伊達で暮らすことに豊かさとゆとりを実感できる地域にすることを目指し、「仕事」と「子育

て」の好循環、それを支える「地域の活性化」施策を構造的に定めた計画です。 
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１．伊達市（旧伊達町・梁川町・保原町・霊山町・月舘町を含む） 

２．伊達市以外 

〔        〕都・道・府・県 〔        〕市・町・村     

あなたご自身についておたずねします １ 

問１ あなたの性別を教えてください。【１つだけ選択】 

１．男性           ２．女性 

１．16歳～19歳 ４．40歳～49歳 ７．70歳～74歳 

２．20歳～29歳 ５．50歳～59歳 ８．75歳以上 

３．30歳～39歳 ６．60歳～69歳  

問２ あなたの年齢は次のどれですか。【１つだけ選択】 

 

１．伊達 10．五十沢 18．霊山（大石、中川、泉原） 

２．箱崎 11．東大枝 19．石戸（山戸田、石田） 

３．伏黒 12．上保原（上保原、大柳） 20．小国（下小国、上小国） 

４．梁川 13．富成（富沢、高成田） 21．月舘 

５．粟野（粟野、二野袋、向川原、柳田） 14．柱沢（所沢、柱田） 22．布川 

６．堰本（大関、新田、細谷） 15．大田（大泉、金原田、 23．御代田 

７．白根 二井田、大立目） 24．糠田 

８．山舟生 16．保原 25．上手渡 

９．富野（八幡、舟生） 17．掛田（掛田、山野川） 26．下手渡 

問３ あなたが住んでいる地区（大字）はどちらですか。【１つだけ選択】 

【問４で「２」または問５で「１」を選んだ方におたずねします】 

あなたが伊達市へ転入されたきっかけ、または理由をお答えください。 【１つだけ選択】 

１．職場が伊達市内または近隣だったため 

２．家族が伊達市出身だったため 

３．知人や親せきが多く住んでいるため 

４．田舎ぐらしを体験してみたかったため 

問５ 

１．は い   〔     〕都・道・府・県 〔        〕市・町・村  

２．いいえ 
 

問６ 

【問４で「１」を選んだ方におたずねします】 

現在住んでいる場所以前に伊達市外に住んでいたことはありますか。 

問６ 

問６ 

問４ あなたの出身地（生まれ育った場所）をお答えください。【１つだけ選択】 

問６ 

問５ 

問７ 

５．生活環境が良かったため 

６．家族の引越しに伴ってきたため 

７．その他〔              〕 
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問７ あなたの主な職業は何ですか。【１つだけ選択】 

１．会社員 ６．学生 

２．公務員・教職員 ７．専業主婦・主夫 

３．パートタイマー、アルバイト ８．無職 

４．自営業等 ９．その他（           ） 

５．農林業  

 

問８ あなたの家族構成を教えてください。【１つだけ選択】 

１．ひとり暮らし世帯 ４．三世代世帯（親・子・孫） 

２．一世代世帯（夫婦のみ） ５．四世代世帯（親・子・孫・ひ孫） 

３．二世代世帯（親・子） ６．その他（            ） 

問９ お子さんはいますか。【１つだけ選択】 

１．子どもはいる（ 人数   人 ） ２．子どもはいない 

問 11 お住まいの状況を教えてください。【１つだけ選択】 

１．持ち家             ２．借家（アパート含む） 

問 10 あなたは伊達市（旧伊達町・梁川町・保原町・霊山町・月舘町を含む）に住んで何年に

なりますか。【１つだけ選択】 

１．３年未満 ４．11年～19年 

２．３年～５年 ５．20年～29年 

３．６年～10年 ６．30年以上 

 

問 12 あなたは市の情報（事業や行事、お知らせなど）を何から得ていますか。 

【２つまで選択】 

１．広報誌 

２．市のWEBサイト（ホームページ） 

３．市の公式ＳＮＳ（Facebook、twitter） 

４．市が発行したポスター、チラシ、冊子     

５．一般の新聞、テレビ、ラジオ、WEBサイト 

６．特に得ていない 

７．その他（           ） 
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２ 買物場所や交通関係などについておたずねします  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

問 16 問 15 で回答した食料品の購入先への主な移動手段はどれですか。【２つまで選択】 

１．徒歩、自転車         ５．タクシー 

２．自分が運転する自動車     ６．乗合型デマンド交通（まちなかタクシー） 

３．路線バス           ７．家族が運転する自動車           

４．鉄道             ８．その他（           ） 

問 15 あなたは普段の食料品を主にどちらで購入しますか。【1 つだけ選択】 

１．伊達市内の商店街       ４．コンビニエンスストア 
２．伊達市内のスーパー      ５．その他（          ） 

問 14 あなたの通勤・通学先への主な移動手段はどれですか。【１つだけ選択】 

問 13 あなたの勤務地・通学先はどちらですか。【１つだけ選択】 

１．伊達市 ６．通勤・通学はしていない 

２．福島市  

３．国見町  

４．桑折町  

５．その他 〔        〕都・道・府・県 〔        〕市・町・村 

 

１．徒歩、自転車 ４．鉄道 

２．自家用車 ５．通勤・通学はしていない 

３．路線バス  

 

３．伊達市外 

問 17 あなたは衣料品やかばん、家具・インテリア、贈答品、レジャー用品などの「買回り品」

をどちらで購入しますか。【２つまで選択】 

１．伊達市 

２．福島市 

３．郡山市 

４．仙台市またはその近郊 

５．インターネット通販 

６．その他〔   〕都・道・府・県 〔    〕市・町・村 

問 18 問１７で回答した購入先で買回り品を購入する理由は何ですか。 

【あてはまるものすべてに○】 

１．品揃えや商品に関する情報が豊富なため 

２．新製品・流行品・ブランド品があるため 

３．価格の安さ 

４．家から近い、又はアクセスがよいため 

５．通勤・通学途中で立ち寄れるため 

６．駐車場・駐輪場が十分にあるため 

７．一か所で買い物や用事を済ませられるため 

８．映画館等の娯楽施設が併設されているため 

９．催し物の内容がよいため 

10．その他（             ） 
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３ 公共施設についておたずねします 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

問 19 市内公共交通機関などの利便性向上のために、何に力をいれるべきだと思いますか。 
【２つまで選択】 

１．鉄道駅（伊達駅・保原駅）と路線バスとの

接続向上 

５．地域住民同士の乗り合いによる新しい

交通手段の検討 

２．バス路線の見直し・新設 ６．特になし 

３．デマンド交通の運行区域見直し（運行区域

の拡大） 
７．その他（            ） 

４．デマンド交通の土日祝祭日運行又は平日運 

行時間の拡大 
 

 

問 20 

施 設 類 型 利 用 状 況 

集会施設 交流館（旧公民館）、集会所等 １・２・３・４ 

文化施設 伊達ふるさと会館 １・２・３・４ 

図書館 伊達市立図書館 １・２・３・４ 

博物館等 保原歴史文化資料館、梁川美術館等 １・２・３・４ 

スポーツ施設 体育館、プール等 １・２・３・４ 

観光・レクリエーション施設 キャンプ場、つきだて花工房等 １・２・３・４ 

高齢者福祉施設 保原ふれあいセンター、寿健康センター等 １・２・３・４ 

保健施設 保健センター １・２・３・４ 

その他社会福祉施設 福祉センター、福祉会館等 １・２・３・４ 

庁舎 市役所、各総合支所 １・２・３・４ 

【利用状況の区分】 

１：よく利用している（週に１回以上）  

２：利用している（月１回以上） 

３：ときどき利用している（年１回以上） 

４：利用していない 

あなたが直近１年間に利用した市の公共施設について、下記の施設の類型ごとにそれぞれ

の利用状況を教えてください（選挙における投票での利用を除きます）。 

【各施設類型ごとに１つだけ選択】 
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【あなたの考え】 

１：そう思う  

２：どちらかといえばそう思う  

３：どちらかといえばそう思わない 

４：そう思わない 

 
 
 
  

問 21 あなたが将来にわたって必要と思う公共施設はどの施設ですか。【３つまで選択】 

問 22 市の公共施設の整備や管理のあり方について、以下のＡからＦのような考え方があります。

それぞれの考え方についてあなたはどう思いますか。【各考え方ごとに１つだけ選択】 

公共施設の整備や管理のあり方についての考え方 あなたの考え 

Ａ 新たな公共施設の整備よりも既存施設を有効活用する。 １・２・３・４ 

Ｂ 
同じような施設であまり利用されていない公共施設は統合・廃止

または縮小する。 
１・２・３・４ 

Ｃ 
一つの施設で二つ以上のサービスを提供できるよう複合化・多機

能化を図る。 
１・２・３・４ 

Ｄ 公共施設の統廃合によって施設の総量や維持更新経費を減らす。 １・２・３・４ 

Ｅ 
現在の公共施設を計画的に改修するなどしてできるだけ長い期間

使用する。 
１・２・３・４ 

Ｆ 公共施設を利用するときは、一定の負担はやむを得ない。 １・２・３・４ 
 

１．集会施設 

（交流館（旧公民館）、集会所等） 

２．文化施設（伊達ふるさと会館） 

３．図書館（伊達市立図書館） 

４．博物館等 

（保原歴史文化資料館、梁川美術館等） 

５．スポーツ施設（体育館、プール等） 

６．観光・レクリエーション施設 

（キャンプ場、つきだて花工房等） 

７．幼児・児童施設（児童館、遊び場等） 

８．高齢者福祉施設 

（保原ふれあいセンター、寿健康センター等） 

９．保健施設（保健センター） 

10. 社会福祉施設（福祉センター、福祉会館等） 

11. 庁舎（各総合支所） 
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４ 住み心地についておたずねします  
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「1」または「2」と回答した方は 

＜問 2５-1＞をお答えください。 
「4」または「5」と回答した方は 

＜問 2５-2＞をお答えください。 

１．豊かな自然がある 

２．道路・交通の便が良い 

３．上下水道等が整っている 

４．消防・防災・防犯体制がしっかりしている 

５．福祉サービスが充実している 

６．保健・医療環境が整っている 

７．子育て・教育環境が整っている 

８．文化・スポーツ環境が整っている 

９．歴史文化や伝統芸能が伝承されている 

10．活力ある産業や特産品がある 

11．買い物などの日常生活が便利である 

12．働く場が整っている 

13．人情味や地域の連帯感がある 

14．おいしい食べ物が豊富にある 

15．若者の遊ぶ場所がある 

16．仕事や家族の都合 

17．その他（             ） 

問 25-1 住みにくいと思う理由は何ですか。 

１．自然に恵まれていない 

２．道路・交通の便が悪い 

３．上下水道等が整っていない 

４．消防・防災・防犯体制に不安がある 

５．福祉サービスが不十分である 

６．保健・医療環境が不十分である 

７．子育て・教育環境が不十分である 

８．文化・スポーツ環境が不十分である 

９．歴史文化や伝統芸能がない 

10．活力ある産業や特産品がない 

11．買い物などの日常生活が不便である 

12．働く場がない 

13．人情味や地域の連帯感があまりない 

14．おいしい食べ物があまりない 

15．若者の遊ぶ場所が少ない 

16．仕事や家族の都合 

17．その他（                     ） 

【3 つまで選択】 

問 25-2 

１．住みよい ４．あまり住みよいとはいえない 

２．まあまあ住みよい ５．住みにくい 

３．どちらともいえない ６．その他（          ） 

あなたにとって、伊達市は住みよいまちですか。【１つだけ選択】 問 24 

これからも伊達市に住み続けたいと思いますか。【１つだけ選択】 

１．住み続けたい 

２．できれば住み続けたい 

３．できれば市外に引っ越したい 

問 26 

あなたは市全体や各地域の特徴と課題が伊達市のまちづくりに反映されていると思いま

すか。【１つだけ選択】 

問 23 

１．そう思う             ４．そう思わない 

２．どちらかといえばそう思う     ５．わからない 

３．どちらかといえばそう思わない 

住みよいと思う理由は何ですか。 

【3 つまで選択】 
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５ 市民活動や地域活動等についておたずねします 

あなたは自分の住む地域の町内会や自治会等に関心がありますか。 

【１つだけ選択】 

１．非常に関心がある         ３．あまり関心がない 

２．ある程度関心がある        ４．全く関心がない  

問 27 

あなたは過去１年間に、市民活動や地域活動に参加したことがありますか。 

【あてはまるものすべてに○】 

１．町内会・自治会等         ６．婦人会 

２．こども会             ７．ＮＰＯやボランティア団体 

３．ＰＴＡ              ８．お祭りや地域のイベント等 

４．老人クラブ            ９．その他（             ） 

５．消防団              10．参加していない 

問 28 

【問３の住んでいる地区の問で、「４．梁川」と回答した方以外の方におたずねします】

本市では、従来からある町内会や自治会とは別に、概ね小学校区を単位として２８の地

域自治組織が設立され、地域づくり活動を行っています。あなたはこの団体の存在を知

っていますか。【１つだけ選択】 

１．知っている            ２．知らない 

問 29 

【問３の住んでいる地区の問で、「４．梁川」と回答した方以外の方におたずねします】 

地域自治組織においては、地域の特性に応じて地域の課題を主体的に解決していく役割

が期待されています。あなたの地域において、取り組んでいくべき課題はどのようなも

のが考えられますか。【あてはまるものすべてに○】 

１．産業振興に関すること（例：農業体験・生活体験・施設管理等の収益事業など） 

２．保健福祉に関すること（例：健康づくり・子育て支援・障がい者への支援など） 

３．防災環境に関すること（例：防災、防火、災害時の対応、環境の保全・美化など） 

４．教育文化に関すること（例：スポーツ・文化活動の活性化、青少年の健全育成など） 

５．地域交流に関すること（例：町内会・自治会等、婦人会、住民同士の親睦・交流など） 

６．その他に関すること （                           ） 

７．特にない 

８．分からない 

問 30 
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日常生活において、困っていることはありますか。【あてはまるものすべてに○】 

１．ゴミ出し、掃除等日常生活のこと 

２．庭の手入れや電球交換等の軽作業のこと 

３．除雪作業のこと 

４．ペットの世話に関すること 

５．相談をする相手がいないこと 

６．看病や世話をしてくれる人がいないこと 

７．災害時の避難に関すること 

問 31 

問３１の１～１２のことで、近所の方が困っている場合、あなた自身が手助けしたり、

協力できることはありますか。できることの番号を記載ください。 
問 32 

あなたは、現在、生涯学習に取り組んでいますか。また、その成果を地域づくりに活

かしていますか。【１つだけ選択】 

【取り組んでいる場合】 

 

                            

  

【取り組んでいない場合】 

                

問 35 

※生涯学習とは、さまざまな機会に

行われる学習のことで、自らに適し

た方法により、生涯にわたって行わ

れるもの（例：文化活動、スポーツ・

レクリエーション活動、趣味など） ３．いいえ 

１．活かしている 

２．活かしていない 
問 37 

問 36 

８．買物・通学・通院等の交通手段に関すること 

９．商店などが少なく日常の買い物が不便なこと 

10．小学生以下の子どもの預かりに関すること 

11．小学生以下の子どもの送迎に関すること 

12．結婚につながる出会いに関すること  

13．その他具体的に（           ） 

14．特にない 

災害発生時のあなたのお住いの最寄りの避難所がどこにあるか知っていますか。 

【１つだけ選択】 

問 33 

１．知っている              ２．知らない 

町内会や地域の自治組織など地域のコミュニティは、災害時に頼りになると思います

か。【１つだけ選択】 

問 34 

１．頼りになる 

２．どちらかといえば頼りになる 

３．どちらかといえば頼りにならない 

４．頼りにならない 

５．わからない 
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【問７の主な職業の問で「５．農林業」と回答した方以外の方におたずねします】 
農業に従事すること（お米や野菜、果物を作ること）に興味がありますか。 
【１つだけ選択】 

問 37 

６ 本市の基幹産業である農業についておたずねします 

【問 3７で「１」または「２」と回答した方にお聞きします】 
いつ農業に従事したいと思っていますか。【１つだけ選択】 

５．お試しで就農し、試したうえで判断したい 

６．興味はあるが、就農するかどうかは分からない 

７．興味はあるが、市民農園（小面積の農地で自家用 

野菜等をつくる）程度でやりたい 

８．興味はあるが、就農する気はない 

問 38 

問 34 

【問３５で「３．いいえ」と回答した方におたずねします】 

生涯学習に取り組んでいない理由は何ですか。【あてはまるものすべてに○】 

１．仕事や家事（学業）が忙しい 

２．費用がかかる 

３．一緒に取り組む仲間がいない 

４．自分の希望に沿う内容の講座等がない 

５．身近なところに取り組むための場所や施設がない 

 

問 36 

６．必要な情報が十分手に入らない 

７．関心がない 

８．その他（           ） 

１．興味がある 

２．どちらかといえば興味がある 
問 38 

３．どちらかといえば興味がない 

４．興味がない 

問 40 

問 39 

問 40 

１．機会があればすぐにでも就農したい 

２．５年以内に就農したい 

３．10年以内に就農したい  

４．いずれは就農したいが、時期は未定 
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【問 3８で「１」～「４」と回答した方におたずねします】 
就農に当たりどのような点に不安を感じますか。【３つまで選択】 

１．自己資金の不足 

２．販売先の確保 

３．農地の確保（購入又は借り上げ） 

４．農業に関する知識や技能の不足 

５．農業に関する情報 

６．農業に関する相談相手 

問 39 

７ 起業意向についておたずねします 

農林業以外の事業で、新たにお店を開いたり、会社を設立するといった「起業」に関

心がありますか。【１つだけ選択】 

問 40 

１．非常に関心がある 

２．ある程度関心がある 

３．関心がない 

４．既に起業をしていて、拡張の予定もない 

問 41 

問 46 

【問４０で「１」または「２」と回答した方におたずねします】 
起業するとすれば、いつまでに起業したいと考えていますか。【１つだけ選択】 

問 41 

１．機会があれば、すぐにでもしたい 

２．５年以内に起業したい 

３．10年以内に起業したい 

４．興味はあるが、起業するかどうかはまだ分からない 

５．興味はあるが、起業する気はない 

問 42 

問 46 

【問４１で「１」～「３」と回答した方におたずねします】 
どのような業種で起業したいと考えていますか。【１つだけ選択】 

問 42 

１．建設業 

２．製造業 

３．情報通信業 

４．運輸業 

５．卸売業 

６．小売業 

７．飲食店・宿泊業 

８．医療・福祉 

９．教育・学習支援業 

10. 個人向けサービス業 

11．事業所向けサービス業 

12．不動産業、物品賃貸業 

13．その他（          ） 

７．家族からの反対 

８．失敗した時のリスク 

９．得られる収入額 

10．離職後の再就職が難しくなること。 

11．自らの健康状態 

12．特にない 

13．その他（            ） 
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【問４１で「１」～「３」と回答した方におたずねします】 
新たに事業所を設置する場所は、どこを想定していますか。【１つだけ選択】 

問 44 

１．伊達市（より具体的に⇒（ 伊達・梁川・保原・霊山・月舘 ））     

【問 4４で「２」または「３」と回答した方におたずねします】 
新たに事業所を設置する場所として、伊達市以外を選択した主な要因は何ですか。 

【あてはまるものすべてに○】 

問 45 

１．従来からの拠点地域との関係性 

２．顧客との位置関係 

３．交通の利便性 

４．人口規模・流動人口の多さ 

５．マーケット規模 

６．企業の集積度 

７．都市の成長性 

８．人材確保の容易さ 

９．地域としての情報発信力の高さ 

10．地価など開設・運営コスト 

11．行政による支援  

12．その他（          ） 

【問４１で「１」～「３」と回答した方におたずねします】 
新たに事業所を予定する事業に勤務する予定人員数は、何人ですか。【１つだけ選択】 

問 43 

１．１人 

２．２人～５人 

問 46 

２．福島市 

３．その他（          ） 
問 45 

３．６人以上（⇒具体的に（    ）人程度） 

４．未だ決まっていない 
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８ 結婚についておたずねします 

【１つだけ選択】 

１．学校で 

２．職場や仕事の関係で 

３．幼なじみ・隣人関係 

４．学校以外のサークル活動やクラブ活動・ 

習いごとで 

５．友人や兄弟姉妹を通じて 

６．お見合いで（親せき・上役などの紹介も 

含む） 

【１つだけ選択】 

現在、ご結婚をされていますか。 

１．結婚している（既婚）           

２．結婚していない（未婚）            

３．かつて結婚していたが、今は結婚していない（離別・死別）             

【１つだけ選択】 

７．結婚相談所で 

８．コンパ・合コンで 

９．婚活パーティーで 

10．インターネットで 

11．街なかや旅先で 

12．アルバイト先で 

13．その他〔          〕 

問 46 

問 47 

問 47 【問 4６で「１」と回答した方におたずねします】 

あなた方ご夫婦はどのようなきっかけでお知り合いになりましたか。 

問 48 【問４６で「１」と回答した方におたずねします】 

あなたの家庭では、夫婦ともに働いていますか。あるいは一方のみが働いていますか。 

１．夫婦ともに働いている（共働き）  

２．一方は働いていないが、将来的な就業希望はある  

３．一方は働いておらず、今のところ就業希望もない 

４．どちらも働いていない 

問 49 【問 4６で「２」または「３」と回答した方におたずねします】 

あなたの結婚についてのお考えは、次のうちどれに近いですか。 【１つだけ選択】 

１．すぐにでも結婚したい 

２．２～３年以内に結婚したい 

３．いずれは結婚したい 

４．結婚したいと思う（思っていた）が、結婚しないと思う 

５．結婚するつもりはない 

６．わからない 

問 51 

問 49 
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結婚支援について、市が取り組むこととして、あなたの考えに近いものはどれですか。 

【３つまで選択】 

１．結婚したい男女の出会いの場づくり（街コン・婚活イベント等） 

２．結婚相談員を配置して、パートナー探しをきめ細かく支援する 

３．他市町村と連携して、広域的な結婚支援事業を展開する 

４．異性とのつきあいが苦手な方を対象に、結婚支援講座を開催する 

５．安定的な収入確保のための就職支援をする 

６．正規職員雇用を促進する 

７．労働時間短縮などのワークライフバランス※を推進する 

８．男女ともに子育てしやすい職場の環境整備を推進する 

９．男性の家事・育児への参加を促すための取り組みや啓発を進める 

10．学校教育を通じて、若い世代からの結婚や子育てに関する意義の啓発を進める 

11．個人の問題なので、行政が支援策を実施する必要はない 

12．その他〔                                〕 

※ワークライフバランスとは、国民一人ひとりがやりがいや充実感を持ちながら働き、仕事上の責任を果

たすとともに、家庭や地域生活などにおいても、子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて多様

な生き方が選択・実現できる社会のこと 

１．結婚するにはまだ若すぎるから 

２．結婚する必要性を感じないから 

３．今は、仕事（または学業）にうちこみたいから 

４．今は、趣味や娯楽を楽しみたいから 

５．独身の自由さや気楽さを失いたくないから 

６．適当な相手とまだめぐり会わないから 

７．異性とうまくつき合えないから 

８．結婚資金が足りないから 

９．結婚生活のための住居のめどがたたないから 

10．親や周囲が結婚に同意しない（だろう）から 

11．その他〔                             〕 

12．すでに結婚が決まっている 

【◎は１つ、○は２つまで】 

問 50 【問４６で「２」または「３」と答えた方におたずねします】 

あなたが現在独身でいる理由は、次の中から選ぶとすればどれですか。最も当てはまる理

由には◎を、２番目、３番目に当てはまる理由には○を付けてください。 

問 51 
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９ 出産・子育てについておたずねします 

※人数を記入 

あなたにとって、理想的な子どもの数は何人ですか。 

０．子どもはいらない  

１．１人           

２．２人 

【１つだけ選択】 

【問４６で「１．結婚している」と答えた方におたずねします】 

あなた方ご夫婦は全部で（現在妊娠中のお子さんも含め）何人お子さんを持つご予定で

すか。 

１．子育てや教育にお金がかかりすぎるから 

２．家が狭いから 

３．自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから 

４．子どもがのびのび育つ環境ではないから 

５．自分や夫婦の生活を大切にしたいから 

６．高年齢で産むのはいやだから 

７．夫または妻が望まないから 

８．健康上の理由から 

９．これ以上、育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから 

10．夫または妻の家事・育児への協力が得られないから 

11．ほしいけれどもできないから 

12．末子が夫または妻の定年退職までに成人してほしいから 

13．その他〔                       〕 

問 52 

３．３人 

４．４人 

５．５人以上  〔   〕人 

問 53 

【１つだけ選択】 

０．子どもはいらない  

１．１人           

２．２人 
※人数を記入 

問 54  【問 4６で「１．結婚している」と答えた方で、問５３で答えた数が、問５２で答えた数

より少ない（理想的な子どもの数＞持つご予定の子どもの数）方におたずねします】 

持つご予定の子どもの数が、理想的な子どもの数より少ないのはなぜですか。次の理由の

うちから、当てはまる番号すべてに○をつけ、その中で最も当てはまる理由には◎をつけ

てください。 

３．３人 

４．４人 

５．５人以上  〔   〕人 
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  以上でアンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。 

  記入もれがないか、もう一度ご確認のうえ、同封の返信用封筒に入れ、封をして、切手を貼らず

に、６月 14 日（金）までに郵便ポストに投函してください。 

出産・子育て支援（小学校就学前まで）について、市が取り組むこととして、特に重要

と思うことは何ですか。最も重要な取組は◎を、２番目、３番目に重要な取組には○を

つけてください。 

１．出産・子育てに関する支援制度等の情報提供の充実 

２．出産・子育てに関する意識啓発、研修等の充実 

３．出産・子育てに関する相談体制の充実 

４．不妊治療に関する支援 

５．小児医療・医療体制の充実 

６．保育所のサービス（預かり時間、保育の質等）の充実 

７．幼児教育（幼稚園等）の充実 

８．屋外や屋内で安心して子どもを遊ばせることができる場の充実 

９．放射能に関する情報提供 

10．地域で子育てを支援する体制の充実 

11．子育てに関する経済的な負担軽減、支援 

12．労働時間短縮などワークライフバランスの推進 

13．正規職員雇用の促進 

14．育児休業等の取得促進 

15．その他〔                       〕 

【◎は１つ、○は２つまで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、これからの伊達市のまちづくりについて、ご意見、ご提案などがございましたら、 

ご自由にお書きください。 

問 56 

問 55  


